
広島県が発行する「グリーンボンド」への投資について

2025年3月1日

株式会社坂本工務店（広島県福山市／代表取締役社長：坂本吉孝）は、このたび広島県が発行するグリーンボンド

（広島県令和6年度第5回公募公債（グリーンボンド・5年）、以下「本債券」という）への投資を決定しましたので、お知

らせします。

グリーンボンドは企業や地方自治体等が、気候変動の緩和・気候変動への適応に資するプロジェクトに要する資金を

調達するために発行する債券のことであり、ESG 投資の対象となります。

本債券は、ICMA（International Capital Market Association／国際資本市場協会）が定義するグリーンボンド原則

2021、環境省グリーンボンドガイドライン2022年度版に適合する旨、JCR（株式会社日本格付研究所）からセカンドオ

ピニオンを取得しております。

※

※

本債券の発行による調達資金は、下表の環境施策に充当されます。

分類 事業内容

生物自然資源及び土地利用に関わる

環境持続型管理

エネルギー効率

クリーン輸送

再生可能エネルギー

グリーンビルディング

気候変動への適応

・森林整備の推進を図るために必要な林道の整備

・浅海域での藻場造成棟における良好な漁場環境の保全

・県庁舎及び県有施設の設備の更新・改修

・信号機の新設・改良（LED化）

・公用車の電動化

・小水力発電所の設置に対する補助

・県有施設への太陽光発電設備の設置

・認証取得（予定含む）をする省エネルギーに配慮した施設整備

・河川改修（浸水被害の軽減）

・ため池の整備

・土砂災害防止施設の整備

・高潮に対する海岸保全

当社は、本債券をはじめとしたSDGs債への投資を継続的に実施することで、今後も環境及び社会の課題解決につな

がる事業やSDGsの達成に貢献する事業を資金面からサポートし、社会的責任を果たしてまいります。

＜本債券の概要＞

ESGとは、環境（Environment）、社会（Social）、ガバナンス（Govemance）の頭文字を合わせた言葉。「ESG投資」とはこれらの
要素を重視、選別して行う投資のこと。
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